


学
芸
員
調
査
ノ
ー
ト

　毛
利
輝
元
が
、
石
見
国
（
島
根
県
西
部
）

の
家
臣
三
隅
養
仙（
寿
久
）に
宛
て
た
書
状

で
す
。同
じ
石
見
の
吉
見
広
頼
に
対
し
、伊

予
国
へ
軍
勢
三
百
人
を
派
遣
す
る
よ
う
に

命
じ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
に
萩
藩
毛
利
家
が
編
纂
し
た『
閥
閲
録
』

に
も
、
三
隅
勘
右
衛
門
所
持
の
文
書
と
し

て
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　文
中
で
輝
元
は
、
道
後
（
河
野
氏
）
が
火

急
の
事
態
の
た
め
軍
勢
を
派
遣
す
る
と
し

て
い
ま
す
。河
野
氏
は
、前
年
の
天
正
一
一

年
末
頃
か
ら
、
喜
多
郡
で
以
前
か
ら
抗
争

を
繰
り
返
し
た
抵
抗
勢
力
の
平
定
を
企
て
、

同
盟
関
係
に
あ
る
毛
利
氏
に
も
加
勢
を
要

請
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
察
知
し
た
長
宗
我

部
氏
は
、
喜
多
郡
の
与
同
勢
力
を
気
遣
う

と
と
も
に
、
河
野
氏
や
毛
利
氏
の
動
向
を

警
戒
し
ま
す
。
毛
利
氏
の
加
勢
が
な
か
な

か
実
現
し
な
い
中
、
六
〜
八
月
に
河
野
通

直
自
身
が
渡
海
し
て
毛
利
輝
元
と
直
接
交

渉
に
臨
ん
だ
こ
と
で
、
事
態
は
急
速
に
展

開
し
ま
す
。九
月
、長
宗
我
部
氏
は
宇
和
郡

に
侵
攻
、
十
月
に
は
喜
多
郡
北
部
ま
で
進

軍
し
ま
す
。対
す
る
毛
利
氏
も
、十
月
頃
か

ら
桂
広
信
・
桂
広
繁
・
平
賀
元
相
・
木
梨
元

恒
ら
を
送
り
込
み
、
し
ば
ら
く
対
峙
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
本
文
書
の
吉
見
勢
派

遣
も
こ
の
一
環
と
い
え
ま
す
。

　実
は
吉
見
広
頼
は
、
娘
（
毛
利
輝
元
の

姪
）を
河
野
通
直
の
室
と
し
て
お
り
、こ
う

し
た
関
係
も
軍
勢
派
遣
の
背
景
に
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
毛
利
氏
や
長
宗
我

部
氏
ら
も
巻
き
込
み
な
が
ら
展
開
さ
れ
た
、

戦
国
最
末
期
の
南
予
の
争
乱
の
様
子
を
伝

え
る
貴
重
な
一
通
と
い
え
ま
す
。

毛
利
輝
元
書
状

歴史

　「
お
供
馬
」は
毎
年
十
月
第
三
日

曜
日
に
今
治
市
菊
間
町
浜
の
加
茂

神
社
例
大
祭
の
中
で
行
わ
れ
ま
す
。

行
事
に
参
加
し
た
馬
が
、神
輿
行

列
に
お
供
し
て
御
旅
所
ま
で
行
く

こ
と
か
ら
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
ま

す
が
、地
元
で
は「
走
り
馬
」と
か

「
走
り
込
み
」と
も
言
わ
れ
ま
す
。

菊
間
は
か
つ
て
京
都
上
賀
茂
神
社

（
賀
茂
別
雷
神
社
）の
荘
園
で
、「
お

供
馬
」も
五
百
年
以
上
の
歴
史
が

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。実
際
、現
在

で
も
上
賀
茂
神
社
競
馬
会
に
は

「
菊
万
荘
」の
名
前
の
馬
が
出
走
し

ま
す
が
、歴
史
的
に
も
京
都
と
関

係
性
が
深
く
、
競
馬
会
の
費
用
負

担
と
、馬
の
供
出
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　こ
れ
ま
で
菊
間
町
誌
な
ど
多
く
の
書
籍
に
は「
お
供
馬
」の
由
来
は
明
応
四（
一
四
九
五
）

年
の
遍
照
院
の
古
文
書
の
中
に「
侍
競
馬
」が
出
て
く
る
と
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、実

際
に「
侍
競
馬
」の
記
述
は
、遍
照
院
所
蔵
文
書
の
中
の
文
政
九（
一
八
二
六
）年「
遍
照
院
鎮

守
賀
茂
大
明
神
勧
請
謂
書
」に
明
応
四
年
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
近
確
認
さ
れ
ま

し
た
。つ
ま
り
江
戸
時
代
後
期
に
は
既
に
室
町
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
で
あ

る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。な
お
、文
亀
元（
一
五
〇
一
）年
の
遍
照
院
文
書
に「
加

茂
の
馬
場
」の
記
述
が
あ
っ
て
、こ
の
頃
に
は
馬
場
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
性
が
高
い
と
い

え
ま
す
が
、そ
こ
で
現
在
の
よ
う
な「
お
供
馬
」が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。加
茂
神
社
文
書
か
ら
は
少
な
く
と
も
一
八
世
紀
後
半
に
は
現
在
と
同
じ
よ
う
な

形
で
お
供
馬
の
走
り
込
み
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

お
供
馬
の
衣
装
・
道
具

民俗

年

　代

：

天
正
一
二（
一
五
八
四
）年
一
〇
月
二
九
日

サ
イ
ズ

：

縦
２
６
・
４
㎝ 

× 

横
４
３
・
９
㎝

所

　

 

蔵

：

当
館
蔵

（
専
門
学
芸
員

　山
内
治
朋
）

（
専
門
学
芸
員

　大
本
敬
久
）

※「お供馬の衣装・道具」は民俗展示室１に展示しています。

発行年：昭和時代

サイズ：全長２２０㎝　高さ１８３㎝

所　蔵：当館蔵

も
う
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れきはくにウルトラセブンがやっ
てくる！テープカットへの登場や、
写真撮影会を開催します。
日　時／特別展開催初日
　　　　4月25日（土）
　　　　【テープカット】
　　　　9：00～ 9：30
　　　　運営の都合により入場
　　　　制限を設けることがご
　　　　ざいます
　　　　【写真撮影会】
　　　　①11：00～ 11：30　②13：00～ 13：30
　　　　③15：00～ 15：30
　　　　（各回先着50名、整理券配布あり）
場　所／特別展展示室
参加費／特別展観覧券もしくは共通観覧券が必要

　れきはくでは、2月17日から4月5日の期間中、企画展「おひなさま」および、テーマ展「吉田初
三郎が描いた世界」を開催し、会期中の土曜・日曜・祝日には、各種イベントを実施しました。2月
28日、3月1日に開催した「おひなさまイベント」は着付け体験やその日だけのおひなさまワー
クショップで賑わいました。十二単着付け体験に参加した子どもたちは、はじめて着る十二単の
重さにびっくりしながらも、すっかり変身して、バッチリ決まっていました。おひなさまの展示を
見たり、イベントに参加したり、皆さま博物館のおひなさまを満喫されたようです。ひなまつり
ムードがあふれる2日間になりました。みなさまのご来館、誠にありがとうございました。

平成27年
4月25日㈯～6月7日㈰

休館日

れきは
く

の

あしあ
と

4月27日㈪
5月11日㈪
5月25日㈪

5月  7日㈭
5月18日㈪
6月  2日㈫

出陣じゃー！
よろい武者にへんしん☆
日　時／5月2日（土）～5月6日（水）
　　　　10：00～12：00／13：00～15：00
場　所／こども歴史館
対　象／幼児～一般
参加費／無料
定　員／各日先着50名
　　　　受付は9：30より開始、
　　　　定員になり次第終了いたします。

こいのぼりロケットをつくろう！
こいのぼり型のロケットを作ってみよう♪
日　時／特別展開催期間中の土・日・祝、およびＧＷイベント日
　　　　10：00～12：00／13：00～16：00
　　　　材料がなくなり次第終了
場　所／こども歴史館
参加費／300円（友の会会員は1回半額）

ウルトラセブン登場！
オープニングイベント＆撮影会

※整理券は、整理券配布所（総合案内横）にて配布いたします。
　整理券は①10：00～10：45　②12：00～12：45　③14：00～
14：45の時間帯に先着順にて配布いたします。観覧券をご購入の
うえ、整理券配布所へお越しください。
　混雑が予想されますので、時間に余裕を持ってお越しください。

日　時／5月17日（日）
　　　　①11：00～
　　　　②14：00～
　　　　（各回先着294名、整理券配布あり）
場　所／多目的ホール
参加費／共通観覧券（当日券）が必要
※整理券は、整理券配布所（多目的ホール前）にて配布いたします。
　整理券は①9：00～10：30　②12：00～13：30の時間帯に先着
順にて配布いたします。
　整理券番号が座席の番号となっており、座席の変更はいたしかねま
す。ご了承ください。
　総合案内にて共通観覧券をご購入のうえ、整理券配布所へお越しく
ださい。
　混雑が予想されますので、時間に余裕を持ってお越しください。

特別展特別展

ウルトラセブンとその息
子ウルトラマンゼロのス
テージ。怪獣を倒すため、
みんなで元気に応援し
よう！

ウルトラマンゼロ
ウルトラセブンショー

特別展会期中（4/25
～ 6/7）の 土・日・祝
日は楽しいイベントが
盛りだくさん。
さらに、GWイベント
期間中（5/2 ～ 5/6）
はいつものイベントが
パワーアップ！ れきは
くで1日中楽しもう♪

展展
関連イベントのご案内関連イベントのご案内
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●発行日　平成27年3月31日 　●編集/発行　愛媛県歴史文化博物館

Museum　Calendar　2015.4-6 ■休館日 イベント

お問い合わせ：企画普及グループ・歴史文化講座係
ＴＥＬ（0894）62-6222 ／ ＦＡＸ（0894）62-6161

平成 27年度 歴史文化講座 上期

【ホームページ】　http://www.i-rekihaku.jp

6月
日 月 火 水 木 金 土

6

7 8 9 10 11 12

1 2 3 4 5

16 17 18 19 20

21

28

22

29

23

30

24 25 26 27

14 15

13

4月
日 月 火 水 木 金 土

4

5 6 7 8

1

9 10

2 3

11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21

282726

22 23 24 25

29 30

5月
日 月 火 水 木 金 土

2

3 4 5 6 7 8

1

12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30

10 11

9

あ
そ
び
に
来
て
ね
！

バスツアー

親子で
参加OK!

44

55

66

77

88

99

1010

1111

1212

11

22

33

特別展「ウルトラセブン展」
平成27年4月25日（土）～6月7日（日）▲

「G.W.イベント」 平成27年5月2日（土）～5月6日（水）

特別展「ハローキティアート展」
平成27年7月18日（土）～8月31日（月）

企画展「むかしのごちそう（仮）」
平成28年2月20日（土）～4月10日（日）予定

▲

「夏休みイベント［れきはく夏まつり］」
 平成27年8月13日（木）～8月16日（日）

特別展「四国遍路と巡礼（仮）」
平成27年10月10日（土）～12月6日（日）▲

「開館記念日イベント」 平成27年11月15日（日）

▲

「新春イベント」 平成28年1月2日（土）・1月3日（日）

▲

「おひなさまイベント」 平成28年2月27日（土）・2月28日（日）

※都合により、行事や展示、日程などについては、変更・中止される場合がありますので、あらか
じめご了承ください。

え
ひ
め
の
歴
史
と
文
化

常設展

和
紙
彫
塑
に
よ
る「
弘
法
大
師
空
海
」の
世
界

密
●
空
と
海
―
内
海
清
美
展 

新常設展

展示スケジュール　2015.4－2016.3
20152015

20162016

※企画展・特別展の観覧料はその都度定めます。
※団体は20名以上です。
※テーマ展をご覧いただくには、常設展示観覧料が必要です。
※上記の観覧料は消費税改正前金額となっております。
　ご利用の際は、再度お確かめください。

ご利用案内
■開館時間　9:00～17:30（入館は17:00まで）
■休 館 日　月曜日（下記カレンダーをご参照ください）
■観 覧 料 団体（2割引）区分 一般

65歳以上 260円 210円

常設展
テーマ展

新常設展 観覧無料

小・中学生 無料 無料
大人（高校生以上）510円 410円

1.会費をご持参の上、歴史文化博物館に直接お申込みください。
2.郵便振替払込取扱票に、名前・住所・電話番号・会員の種類を記入の上、
　郵便局で会費をお振り込みください。

口座番号 01610-0-45873　愛媛県歴史文化博物館友の会
　（ご入金を確認後、会員証をお送りいたします。）

●常設展・企画展・特別展を無料で観覧できます。
●「会報」や「歴博だより」などをご自宅にお届けします。
●友の会主催行事に参加できます。
　①研修旅行（年1回）　②現地学習会（年2回）
　③クラブ活動（民俗、土器ドキ、裂織、古文書）　④特別展解説会
●季節体験イベントの材料費が無料もしくは割引となります。
●博物館の刊行物が割安で購入できます。
※会員特典は、変更になる場合があります。予め、ご了承ください。

【お問い合わせ】 友の会事務局　電話（0894）-62-6222

各講座の申込方法

【小中学生会員】
【高 校 生 会 員】
【大 人 会 員】

500円
1,000円
3,000円

【家 族 会 員】
【賛 助 会 員】

4,000円
10,000円

歴史講座　13：30～15：00  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
講座番号①「初めて学ぶ　日本刀のあれこれ」
　　　　　 日時：5月10日（日）　講師：小島 潤一朗月房氏（刀鍛冶）
講座番号②「源氏物語講座⑦光源氏の須磨流謫の生活」
　　　　　 日時：5月23日（土）　講師：伊井 春樹（当館名誉館長）

講座番号③「戸田勝隆支配の虚像と実像-一次史料からの再検証-」
　　　　　 日時：7月5日（日）　講師：山内 治朋（当館専門学芸員）

古文書講座　13：30～15：00  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
講座番号①「南予の近世文書を読む①」
　　　　　 日時：8月30日（日）　講師：安永 純子（当館専門学芸員）
講座番号②「南予の近世文書を読む②」
　　　　　 日時：9月27日（日）　講師：安永 純子（当館専門学芸員）

民俗講座　13：30～15：00  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
講座番号①「愛媛のため池―その役割と歴史―」
　　　　　 日時：6月7日（日）　講師：門田 恭一郎氏（伊予史談会副会長）
講座番号②「弘法大師空海の生涯―密●空と海―内海清美展を観る（前編）」
　　　　　 日時：8月1日（土）　講師：大本 敬久（当館専門学芸員）

考古講座　13：30～15：00  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
講座番号①「龍の出た遺跡－新谷森ノ前遺跡2次（今治市）」
　　　　　日時：6月20日（土）　講師：藤本 清志氏（（公財）愛媛県埋蔵文化財センター調査員）
講座番号②「県下最大級の古墳時代集落－上三谷篠田・鶴吉遺跡（伊予市・松前町）」
　　　　　日時：8月29日（土）　講師：池尻 伸吾氏（（公財）愛媛県埋蔵文化財センター調査員）

体験講座　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
講座番号①シーボーンアート体験
　　　　　 日　時：5月31日（日）13:30～15:00
　　　　　 講　師：大石 博美氏（シーボーンアート愛南教室代表）
　　　　　 参加費：1,500円程度
　　　　　 対　象：小学生～一般

講座番号②初夏の山野草の苔玉づくり
　　　　　 日　時：6月14日（日）13:30～15:00
　　　　　 講　師：苔久氏（苔玉アーティスト）
　　　　　 参加費：1,000円程度
　　　　　 対　象：小学生～一般

講座番号③「伝統のカジカ漁体験と中山町めぐり」
　　　　　 日　時：7月25日（土）10:00～14:00
　　　　　 講　師：伊予市中山地区ふるさと案内人
　　　　　 参加費：1,400円
　　　　　 対　象：小学生～一般

講座番号④「ハローキティにアートしよう」
　　　　　 素焼きのハローキティにデコレーションして、世界に一つだけのキティちゃんを作ります
　　　　　 日　時：7/19（日）・7/26（日）・8/2（日）・8/23（日）
　　　　　　　　　午前10:00～／午後13:30～
　　　　　 講　師：当館学芸員
　　　　　 参加費：1,800円程度
　　　　　 対　象：小学生～一般

講座番号⑤「山家清兵衛の足跡を訪ねる」
　　　　　 日　時：9月6日（日）10:00～16:00
　　　　　 講　師：宮瀬 温子氏（宇和島市立伊達博物館学芸員）
　　　　　　　　　平井 誠（当館主任学芸員）
　　　　　 参加費：2,000円
　　　　　 対　象：小学生～一般

講座番号⑥「八幡浜のレトロを巡る」大正・昭和探訪ツアー
　　　　　 日　時：9月12日（土）13:30～15:30
　　　　　 講　師：岡崎 直司氏（八幡濱みてみん會　顧問）
　　　　　 参加費：800円程度
　　　　　 対　象：小学生～一般

（定員：20名）

（定員：20名）

（定員：20名）

（定員：25名）

（各回定員：15名）

（定員：20名）
希望する講座番号及び講座名とご住所・お名前・年齢・電話番号な
ど必要事項を記入し、開講日の1週間前、体験講座は2週間前まで
にはがきなどでお申し込みください。
※定員に満たない場合は、申込締切後にも受け付けます。応募者
多数の場合は抽選を行い、応募者に結果をお知らせします。
　小学生の方は保護者同伴でご参加ください。
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年会費
（4月～翌3月）

歴史文化博物館
友の会会員募集
歴史文化博物館
友の会会員募集
歴史文化博物館
友の会会員募集
歴史文化博物館
友の会会員募集

友の会は、博物館を利用し、愛媛の歴史や民
俗などに親しみ、会員相互の親睦を深めるこ
とを目的とした会です。
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